
令和３年度包括外部監査の結果に基づき講じた措置の内容 

テーマ：道路事業に関する事務の執行及び管理について                            

頁 監査結果報告書（結果・意見） 措置の内容【公表項目】 
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第四 監査の結果及び意見 

２．入札から工事完了までに係る事務

処理 

【意見２－３】総合評価方式の加算点

の付け方について 

 総合評価方式では、入札業者の施工

能力、地域性・社会性等を数値化し、

加算することになっているが、富山県

では簡易型Ｂによる入札がほとんどで

あることから（道路事業においては、

令和2年度の総合評価方式による全入

札件数の95.7%）、【意見２－５】とも

相まって、「優良表彰」、「地域性」

以外の点数はほとんど差が生じておら

ず、「優良表彰」、「地域性」のみが

有意差となっている。 

 「優良表彰」は、前２年度の工事の

出来栄えや施工体制等を評価するもの

であり、「地域性」は、業者の営業所

の所在地が、土木センター管内にある

か、市町村内にあるか等により配点さ

れるものであるが、該当工事の特徴に

合致した施工能力や技術力は、必ずし

も両者のみで評価し得ないと考えられ

る。 

 その結果、総合評価方式を採用して

いるものの、その工事に必要な施工能

力等が十分に評価されているとは言い

難く、最低価額を出した業者が落札す

ることがほとんどであることからも

（道路事業においては、令和2年度の全

入札件数233件のうち、入札価額以外の

 

 

 

価格と価格以外の要素を総

合的に評価し、優れた調達を行

えるよう、令和４年に「下請負

契約における県内企業の活用」

の試行対象範囲を一般土木工

事まで拡大し、配点の見直しを

行った。 

今後とも、本県の実情を踏ま

えながら、工事品質の確保や向

上が図られるよう、総合評価方

式の運用について適宜研究を

行っていく。 
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評価により落札した件数は18件、全入

札件数の7.7%）、総合評価方式が形式

的なものになり、有意なものになって

いるか疑問が残る。 

 総合評価方式のどの評価型式におい

ても、工事毎に必要な技術やノウハウ

を持つ業者が選定される評価、運用が

望まれる。 

 

３．道路の管理 

【意見３－４】パトロール回数のバラ

つき 

 道路パトロールは「富山県道路パト

ロール実施要領の制定について（令和2

年3月26日）」に基づき、月4回以上周

期的に実施することとされているとこ

ろ、令和３年度において、富山土木セ

ンターでは民間委託で月6回実施して

いるのに対して、他の土木センター・

土木事務所では4回のみ実施されてい

る。規程に違反するものではないが、

富山土木センターだけが、他の土木セ

ンター・土木事務所よりもパトロール

業務を多く実施している状況にある。 

 富山土木センター管内は、富山市域

を含んでおり、他と比べ市街地エリア

が広いため、交通量や施設数など地域

差があるとのことであるが、そうであ

れば、管内は旧郡部など市街地でない

エリアの方が広いため、市街地エリア

は月6回、そうでないエリアは他の土木

センター・事務所と同様に月4回にする

など、工夫すべきと考える。 

 土木センター・土木事務所間の合同

会議などで共有化し、【指摘３－４】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各土木センター及び土木事

務所との道路パトロール業務

に関する意見交換を継続的に

実施しており、その意見に基づ

き令和５年度から１つの土木

センターにおいて新たに路面

維持管理委託業務を導入する

など、委託業務の一部見直しを

行ったところである。引き続

き、地域の実情に応じたパトロ

ール業務の見直しを進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

での議論をもとに、パトロール業務の

頻度（月何回が妥当なのか）、担当（民

間委託で足りるのか、県職員による直

接パトロールも必要なのか）について

検討が必要である。 

 


